
長距離バスターミナルの設置

○駅周辺の混雑緩和
大宮駅及びさいたま新都心周辺道路で
は、頻繁に交通渋滞が発生しており、
バスの定時性・速達性を低下させてい
る。
○交通結節点としての機能・容量不足
高速バス、ツアーバスの多くが、路上
で乗降が行われているため、一般車の
通行を妨げている。
○点在する乗り場と運行状況等に関する
情報不足
高速バスの乗り場が点在し、また、運
行情報も的確に提供されていないもの
もある。
○待合環境が脆弱な高速バス乗り場
上屋・ベンチがほとんど無く、利用環
境が悪い。
深夜利用可能なトイレ・売店等が限ら
れ、待合環境が悪い。

１．現況・課題
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○さいたま新都心将来ビジョン
目標「広域的な都市活動の拠点、にぎわいあふれるまち」
さいたま新都心周辺地区内で進められる大規模な土地利用
転換の適正な誘導を図り、大宮駅周辺地区などとの連携と
機能分担の下で、都市活動の拠点として、にぎわいあふれ
るまちを目指します。
（目標実現に向けた施策）
・交通拠点性を高める新たな交通広場の整備を検討

○さいたま市成長戦略
プロジェクト「東日本の中枢都市構想」
バスターミナルの整備や高速道路へのアクセスルートの整
備、地下鉄７号線の延伸などにより、交通利便性を更に高
め、多様な面から交通の要衝としての役割を担っていきま
す。

２．上位計画

さいたま新都心将来ビジョン まちづくりの方針図



（１）平成２６年度
○基本コンセプト
１．さいたま市及び埼玉県内外の交通の要衝・主要交通拠点としての整備
２．高速バスをターゲットとして乗降場を確保し、利用者のための待合施設・情報提供施設を整備
３．人が集まる交通拠点として地域活性化にも寄与する施設として整備
○他市事例整理

（２）平成２７年度
・コンセプトの確定、施設計画、整備スケジュール、運営方策等
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３．検討の概要

４．成長戦略スケジュール

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

候補地の選定後、概ね２，３年で基本計画・実施計画を策定 用地取得・施設整備・供用開始

○用地買収時期の調整と資金調達方法の検討
○整備・運営に関してＰＦＩ及びＰＰＰ手法の導入及び公設の場合の検討
○整備スケジュールの検討

５．今後の検討


